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  発表内容の      
  関 係 地 域      
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 萩、首都圏 
 

 
１ 件 名 
公開セミナー「商社マンが語る課題解決の生きた事例～タイビジネスでの課題解決の秘訣～」の開催

について 

 
２  趣 旨 
本学国際文化学部は、2012 年度から文部科学省国際化拠点整備事業費補助金により、グローバル人材育成推進事業を

実施しており、入学から卒業まで一貫した海外留学教育プログラムを展開しています。 

 

このたび、タイで 6年間商社マンとして活躍された小松氏をお招きし、公開セミナーを開催します。 

微笑の国、そして魅惑の国といった印象があるタイには、まだ手つかずの自然が残るビーチや、タイ王国の史跡など、

素晴らしい観光資源が溢れています。一方、東南アジアの経済発展のリーダー格であるタイと日本は関係が深く、タイ

にとって日本は、輸入相手国として 1位、輸出相手国として 2位となっています。 

小松氏には、商社ビジネスにおいて多くの問題解決に取組まれたご経験から、課題解決力を養うために参考となる生

きた事例についてご講義いただきます。併せてタイでインターンシップをする際の留意事項などもお話しいただきます。 

 

 

３ 日 時  
2014 年 11 月 25 日（火）14：30-16：00 

 
４ 場 所 
山口県立大学（山口市桜畠 3-2-1）4 号館 2階  D24 教室（Y-ACT）※裏面案内図のとおり 

 
５ 講師紹介 
小松 正和（こまつ まさかず）氏 

丸紅株式会社タイ、ドーハ支店、丸紅欧州会社ロンドン支店を歴任され、現在は NPO 法人 ABIC（国際社会貢献センター

 Action for a Better International Community)会員。 

1975 年早稲田大学理工学部応用化学科卒、同年丸紅株式会社に入社。以来化学品関連のビジネスに従事する。タイの 6

年間、中東のドーハの 3年間、ロンドンの１年間と海外駐在 10 年の経験を有するグローバル商社マン。趣味は料理、

ガーデニング、サッカー、ゴルフなど。 

 



６ 申込みと問合せ先 
・定員 

 50 名（参加無料・事前申込制（先着順）） 

 

・申込みと問合せ先 

山口県立大学グローバル人材育成推進オフィス 

電話＆ファックス 083-928-5410（平日 9時～17 時） 

メール global@yamaguchi-pu.ac.jp 

 
７ 案内図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【会場】 

４号館 2階 D-24 教室 

【報道関係者駐車場】 



S e m i n a r  I n f o r m a t i o n

2 0 1 4

N o v e m b e r
「商社マンが語る課題解決の生きた事例」
～タイビジネスでの課題解決の秘訣～

What is

Global?

講師: 小松 正和氏

日時:  2014年 １1月25日（火）14:30 – 16:00

場所: 山口県立大学 D24（Y-ACT教室）

（２０４号線沿いの県立大学正門入ってすぐ左の建物の２階）

申込方法: 要事前申込 参加費無料 （先着50名まで）

申込＆問合せ先:山口県立大学グローバル人材育成推進プロジェクトチーム

Tel & Fax: 083-928-5410  

E-mail: global@yamaguchi-pu.ac.jp

※本学の学生は[Webかるちゃー]より申込んでください。

連絡・注意事項：本セミナーの参加は、本学のＩＰＤポイント取得の対象です。

IPDポイントとは、本事業の授業やプログラムに参加することで

貯まるポイントのことで、留学選考等に考慮されるポイントのこ

とです。Here. Around Me!

微笑の国、そして魅惑の国、タイにはまだ手つか

ずの自然が残るビーチやタイ王国の史跡などすばら

しい観光資源が溢れています。

一方、東南アジアの経済発展のリーダー格である

タイと日本は関係が深く、タイにとって日本は、輸

入相手国として１位、輸出相手国として２位となっ

ています。

今回、タイで６年間グローバル商社マンとして活

躍された小松氏をお招きして、商社ビジネスにおい

て多くの問題解決に取り組まれたご経験から、課題

解決力を養うために参考となる生きた事例について

ご講義いただきます。併せて海外でインターンシッ

プや就労をする際の留意事項もお話しいただきます

ので、域学共創学習プログラムを受講している学生

を始め、学内外の多くの方々の参加をお待ちしてい

ます。

小松 正和氏
丸紅株式会社タイ、ドーハ支店、丸紅欧州
会社ロンドン支店を歴任され、現在はNPO
法人ABIC（国際社会貢献センター Action 
for a Better International Community)会員

1975年早稲田大学理工学部応用化学科

卒、同年丸紅株式会社に入社。以来化学
品関連のビジネスに従事する。タイの６年
間、中東のドーハの３年間、ロンドンの１年
間と海外駐在１０年の経験を有するグロー
バル商社マン。趣味は料理、ガーデニング、
サッカー、ゴルフなど。
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